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Bildung und Wissen）が設立されたのは、2010年のことである。PISA開始からちょうど 10年たっ
ビルドゥング
たときである。この学会の主な主張は、ドイツの教育の伝統である「Bildung」が軽視されてい
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るということにある（「Bildung」については、例えば以下を参照のこと。L・ヴィガー・山名淳・藤井佳代
『人間形成と承認』北大路書房、2014年、伊藤実歩子「『PISA型教育改革』と Bildung」『立教大学教育学科年報』
2015年）。具体的には、例えば、PISA調査開始以降、教育が OECDの枠組みで、すなわち新自由
主義的な市場経済の論理で管理・統制されようとしていること、結果、コンピテンシーに基づい
た教育によって成果が性急に求められていること、ボローニャ・プロセスによって高等教育で学
問の自由が奪われようとしていること、また教育研究が統計的な実証研究に傾向していることな
どである。
Bildung重視の論者の一人であるクラウツ（Jochen Krauz）は、コンピテンシー重視の教育は、
教科（専門）内容をおろそかにし、教科内容をたんなる訓練の対象に格下げしてしまうという。
たとえば、読解コンピテンシーが獲得されれば、内容は、ゲーテの『ファウスト』であっても、
携帯電話の説明書であっても構わないことになり、コンピテンシー獲得のために、教科内容は脱
文脈化されてしまうというのである。もちろん、クラウツら Bildung側は、ドイツ語の授業にお
いては『ファウスト』を取り扱うことを主張している。このように、Bildungとコンピテンシー
をめぐる対立は、マトゥーラにおける文学重視とテキスト読解重視の対立と同様であることがわ
かるだろう7。
②周縁化する文学
しかしながら、時代はコンピテンシー重視の流れであり、オーストリアのドイツ語マトゥーラ
試験もまたその流れに位置づいている。例えば、統一マトゥーラの公式サイトには、テキスト理
解／読解力と文学授業について次のように書かれている8。
［テキスト理解／読解力においては］図表・グラフなどを含むどのようなタイプのテキストで
も読み、分析し、解釈することを学習することが重要である。これにはまた文学（詩）テキス
トだけではなく、実用的なテクスト（事実を取り扱ったテキスト）が明示的に含まれている。
テキスト分析に関連した言語学的知識は特に重要である。（［ ］は引用者による。）
文学授業は［ドイツ語の授業全体の中で］保持されている。さらに文学を強調して学習するこ
とも可能である。［しかし］テキストを解釈すること（また書くこと）の生徒の能力の体系的
な発達は重要である。マトゥーラ試験のために指定された作品などはなく、その目的は、すべ
ての種類の美的テキストを読み理解することである。生徒は、学校教育の中で、必要な「道具」
を獲得しなければならない。（［ ］は引用者による。）
ここからわかることは、新しいマトゥーラでは、テキスト読解が最も重要であり、そのための
教材は、図表やグラフ、説明文、文学作品など、すべての種類のものが含まれるということであ
る。そして、２つ目の引用にあるように「道具」、つまり分析や解釈などの「読解力」を獲得す
ることが、教材の種類や内容よりも重要だということである。先のブルムルの主張の根拠はここ
にあると言ってよい。
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ただし、教育省はドイツ語マトゥーラ試験の文学の位置づけについて、特別な文書を出してい
る9。ここには、ドイツ語の授業やマトゥーラにおいて、文学を軽視しているわけではないこと
が繰り返し強調されている。この文書には、「AHS上級段階や BHS第 13学年において、中世か
ら現代までの文学教育はカリキュラムに必修化されている。マトゥーラにおける新しい形式は、
文学の指導を減らしたのではなく、そのコンセプトはカリキュラムのガイドラインによって構成
されている」ことが書かれている。例えば、「以前からレーアプランでは、どの時代の、どの作
家、どの文学作品を共通に取り扱うのかということは指定されておらず、学校の教員の裁量に任
されていた」のに対して、現在では「これまでは規定されていなかったマトゥーラの課題の一つ
に必ず文学が含まれており、それはどの学校種にも必修化されている」こと、さらに、学校ごと
に行われている口述試験には、必読の文学リストを提示すること、あるいは統一マトゥーラの三
本の柱の一つである課題論文のテーマに文学を選択することが可能であることから、文学を学習
する機会は保障されているということが強調されている。
しかし、この文書は、統一マトゥーラの公式サイトからリンクが貼られている先に添付されて
いるもので、追加的なものであると言わざるを得ない。やはり、新しいマトゥーラはどのような
タイプのテキストでも読解、分析、解釈することを学習すること、そうした学習の「道具」を修
得することに主眼が置かれていることに変わりはないだろう。
見方を変えれば、こうした文書の存在は、マトゥーラにおける、すなわち、後期中等教育修了
資格における、あるいは大学入学資格としての文学の取り扱いの少なさが大きな議論になってい
たことを示している。それに対しては、教育省やコンピテンシー派は、文学を軽視しているわけ
ではないことを強調しつつも、文学の内容よりも、テキスト読解の能力を形成することを重視し
たドイツ語教育（国語教育）のシフトチェンジを認めていることが分かるだろう。
おわりに
本稿では、オーストリアの大学入試改革を概観し、ドイツ語マトゥーラの試験問題を検討する
ことで、その改革の内実や背景、とりわけ PISAの影響を明らかにしようとしたものである。
マトゥーラ改革では、記述試験が教授言語・数学・外国語において統一化されたことが最大の
変更点であった。これまで学校ごとで作成・実施されていた試験が、全国で共通化されたことの
背景には、オーストリアにおいても、マトゥーラ資格取得者の増加に伴い、ある程度の公平性が
求められるようになったことがあるだろう。その公平性への要求は、日本ほどではないものの、
オーストリアにおいても高まりつつあったと考えられる。
ただし、そのために共通化されたドイツ語マトゥーラの試験では、文学の取り扱いについて議
論があった。すなわち、文学を選択せずともドイツ語マトゥーラ試験に合格することが可能であ
ることに対しての賛否である。この議論で、文学に対置されるものは、どのような種類のテキス
トであれ、それを読解する力（コンピテンシー）であった。こうした傾向は、コンピテンシーに
基づいた教育の普及として PISA開始以降の世界的な動向としてみなすことができる。
上述したように、文学が後期中等教育修了資格試験において選択問題でよいのかという議論は
慎重に検討しなければならない。ただし、別の視点から日本の制度と比較すれば、オーストリア
では、後期中等教育修了資格試験の制度において、学校や教師の裁量を認めているということが
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できる。統一マトゥーラの記述試験で十分に取り扱われなかった文学教材は、口述試験や課題論
文といった多様な評価方法で補充できることにそれは示されている。こうした制度は、統一化で
担保される公平性と、学校や教師の自律性をある程度両立させているとみることもできる。一方、
言うまでもなく、日本のセンター試験（新・共通テスト）や国公立の前期・後期試験あるいは私
立大学が展開する一般入試は、原則的に一発勝負であり、高校での授業や成績は一切考慮されな
い。
本稿で検討したオーストリアのマトゥーラ改革から日本の入試改革への視点を見出すとすれ
ば、評価の厳密性や公平性ばかりが問われるのではなく、日常の学習との関連性や生徒個人の特
性をある程度生かす必要があり、またその方法は、記述試験だけでなく、課題論文や口述試験な
ど複数の方法によっても可能ではないかということである。具体的な制度設計は、選抜試験と資
格試験というシステムの違いから容易ではない。しかし少なくとも、これからの大学入試改革の
議論においては、高校教育における学習の意義が、高等教育における学修との連続性の中で検討
される必要があるのではないだろうか。
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